
電波監視作業班の設置（案）

 5G・NTN（衛星コンステレーション、HAPS等）等の新たな電波利用の拡大に伴い、電波利用環境が大きく変化している
ことから、現在の電波監視における課題や、これからの無線システムの多様化に合わせて、電波監視の今後の在り方を検討
する必要がある。

 このため、電波有効利用委員会の下に電波監視作業班を設置する。

役職 氏名 所属

構成員（主任） 菊間 信良 国立大学法人名古屋工業大学 名誉教授

構成員（主任代理） 田久 修 国立大学法人信州大学 学術研究院（工学系） 教授

構成員 加藤 千早 一般財団法人電波技術協会 技術顧問

構成員 佐野 康二 一般財団法人テレコムエンジニアリングセンター（TELEC）
電磁環境・較正事業本部 電磁環境試験部 部長

構成員 鈴木 宗俊 一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会 (CIAJ)
共通技術部長 兼 インフラ整備事業推進室長

構成員 永井 徳人 光和総合法律事務所 弁護士

構成員 橋本 昌史 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
周波数管理室 室長

構成員 山本 真之 国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）
電磁波研究所 電磁波伝搬研究センター 総括研究員

 電波監視分野における重要課題や優先して実施すべき政策課題
 その他電波監視分野の今後の政策の在り方について検討が必要な事項

１．作業班の設置について

２．検討事項

３．構成員（案）
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